






















研究目的

　地域において母子保健システムを確立するには医師・保健婦を中心に多くの

職種がチームアプローチを行う必要があり,行政の事務レベルでのシステムア

プローチのプログラムのあり方がきめ手となる。プログラム作製に必要な要因

とシステムとして機能化する場合の問題点の把握を目標に昭和 50 年度の研究

は実施された。即ち大阪市における 3 才児健診受診者を軸にその前後の,乳幼

児健診と就学後の現状を追跡調査によって,実態と問題点を明らかにした。ま

たそのシステム化のための方法論を検討した。


